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ドン・ボスコ生誕 200 周年  2014 年 9 月 15 日  開祭ミサ 

 

司会 2015 年 8 月 16 日、私たちは創立者聖ヨハネ・ボスコ生誕 200 周年を迎えます。 
これまで 3 年間、ドン・ボスコの生涯・教育・こころを知ることを通して、その準

備をしてきました。 
   そしていよいよ、喜び祝う 1 年間が始まります。 

このお祝いは、単なる記念日やイベントではありません。 
この 1 年を通して、私たちが、ドン・ボスコが示してくださったように生きる決意

を新たにし、同じこころを持つ多くのサレジアンとのつながりを深めるための期間

といたしましょう。 
   このミサは、東京・大阪・別府・長崎・宮崎など日本各地でささげられます。 

各地で集う方々と心をひとつにして、この祈りのひと時をすごしましょう。 
 

入祭の歌  聖者ドン・ボスコ 
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入祭のあいさつ 

司祭 父と子と聖霊のみ名によって。 
一同 アーメン。 
司祭 主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが皆さんとともに。 
一同 また司祭とともに。 
 
  回心への招き 

司祭 皆さん、わたしたちの罪を思い、感謝の祭儀を祝うまえに、こころを改めましょう。 
 
  回心の祈り 

司祭 全能の神と 
一同 兄弟の皆さんに告白します。わたしは思い、ことば、行い、怠りによって 

たびたび罪を犯しました。聖母マリア、すべての天使と聖人、そして兄弟の 
皆さん、罪深いわたしのために神に祈ってください。 

司祭 全能の神がわたしたちをあわれみ、罪をゆるし、永遠のいのちに導いてくださいま

すように。 

207  あわれみの賛歌 
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208  栄光の賛歌 
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集会祈願 

司祭 父である神よ、あなたは、慈しみ深いはからいによって、聖ヨハネ・ボスコを 
青少年の父、教育者として わたしたちにお与えになりました。 
聖ヨハネ・ボスコは、おとめマリアの導きのもと、疲れにうち勝つ熱意をもって、

教会のために働きました。わたしたちもあなたに仕え、人々の救いのために献身で

きるよう 同じ使徒的愛に燃え立たせてください。 
    聖霊の交わりの中で、あなたとともに世々に生き、支配しておられる御子、 
    わたしたちの主イエス・キリストによって。 
一同 アーメン。 

ことばの典礼 

第一朗読 エゼキエルの預言（エゼキエル 34・11－12、15－16、23－24、30－31） 
 「まことに、主なる神はこう言われる。見よ、わたしは自ら自分の群れを探し出し、彼

らの世話をする。牧者が、自分の羊がちりぢりになっているときに、その群れを探すよう

に、わたしは自分の羊を探す。わたしは雲と密雲の日に散らされた群れを、すべての場所

から救い出す。わたしがわたしの群れを養い、憩わせる、と主なる神は言われる。わたし

は失われたものを尋ね求め、追われたものを連れ戻し、傷ついたものを包み、弱ったもの

を強くする。しかし、肥えたものと強いものを滅ぼす。わたしは公平をもって彼らを養う。 
 わたしは彼らのために一人の牧者を起こし、彼らを牧させる。それは、わが僕ダビデで

ある。彼は彼らを養い、その牧者となる。また、主であるわたしが彼らの神となり、わが

僕ダビデが彼らの真ん中で君主となる。主であるわたしがこれを語る。そのとき、彼らは

わたしが彼らと共にいる主なる神であり、彼らはわが民イスラエルの家であることを知る

ようになる、と主なる神は言われる。お前たちはわたしの群れ、わたしの牧草地の群れで

ある。お前たちは人間であり、わたしはお前たちの神である」と主なる神は言われる。  

答唱詩編  主は われらの牧者 
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第二朗読 使徒パウロのフィリピの教会への手紙（フィリピ 4・4－9） 
〔兄弟の皆さん、〕主において常に喜びなさい。重ねて言います。喜びなさい。あなた

がたの広い心がすべての人に知られるようになさい。主はすぐ近くにおられます。どんな

ことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求

めているものを神に打ち明けなさい。そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和が、あ

なたの心と考えとをキリスト・イエスによって守るでしょう。 
 終わりに、兄弟たち、すべて真実なこと、すべて気高いこと、すべて正しいこと、すべ

て清いこと、すべて愛すべきこと、すべて名誉なことを、また、徳や称賛に値することが

あれば、それを心に留めなさい。わたしから学んだこと、受けたこと、わたしについて聞

いたこと、見たことを実行しなさい。そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられま

す。 
 
アレルヤ唱 

 

 

 

 

 
福音朗読 
司祭 主は皆さんと共に。 
一同 また、司祭と共に。 
司祭 マタイによる福音。 
一同 主に栄光。 
 
マタイによる福音（18・1－6，10） 
そのとき、弟子たちがイエスのところに来て、「いったいだれが、天の国でいちばん偉

いのでしょうか」と言った。そこで、イエスは一人の子供を呼び寄せ、彼らの中に立たせ

て、言われた。「はっきり言っておく。心を入れ替えて子供のようにならなければ、決し

て天の国に入ることはできない。自分を低くして、この子供のようになる人が、天の国で

いちばん偉いのだ。わたしの名のためにこのような一人の子供を受け入れる者は、わたし

を受け入れるのである。 
 しかし、わたしを信じるこれらの小さな者の一人をつまずかせる者は、大きな石臼を首

に懸けられて、深い海に沈められる方がましである。 
 これらの小さな者を一人でも軽んじないように気をつけなさい。言っておくが、彼らの

天使たちは天でいつもわたしの天の父の御顔を仰いでいるのである。 
 
司祭 キリストに賛美。 
一同 キリストに賛美。 
 
説教 
 
信仰宣言 
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使徒信条 

天地 E

て ん ち

Aの AE創造 E

そうぞう

AAE主 E

しゅ

A、 
AE全能 E

ぜんのう

Aの AE父 E

ちち

Aである AE神 E

かみ

Aを AE信 E

しん

Aじます。 
AE父 E

ちち

Aのひとり AE子 E

ご

A、わたしたちの AE主 E

しゅ

Aイエス・キリストを AE信 E

しん

Aじます。 
AE主 E

しゅ

Aは AE聖霊 E

せいれい

Aによってやどり、おとめマリアから AE生 E

うま

Aまれ、 
ポンティオ・ピラトのもとで 苦

くる

しみを 受
う

け 
十字架 E

じゅうじか

Aにつけられて AE死 E

し

Aに、 A E 葬 E

ほうむ

Aられ、 AE陰府 E

よ み

Aに AE下 E

くだ

Aり、 
AE三日目 E

み っ か め

Aに AE死者 E

し し ゃ

Aのうちから AE復活 E

ふっかつ

Aし、 AE天 E

てん

Aに AE昇 E

のぼ

Aって、 
AE全能 E

ぜんのう

Aの AE父 E

ちち

Aである AE神 E

かみ

Aの AE右 E

みぎ

Aの AE座 E

ざ

Aに AE着 E

つ

Aき、 AE生者 E

せいしゃ

Aと AE死者 E

し し ゃ

Aを AE裁 E

さば

Aくために AE来 E

こ

Aられます。 
AE聖霊 E

せいれい

Aを AE信 E

しん

Aじ、 AE聖 E

せい

Aなる AE普遍 E

ふ へ ん

Aの A E 教会 E

きょうかい

A、AE聖徒 E

せ い と

Aの AE交 E

まじ

Aわり、 AE罪 E

つみ

Aのゆるし、からだの AE復活 E

ふっかつ

A、 
AE永遠 E

えいえん

Aのいのちを AE信 E

しん

Aじます。アーメン。 
 
共同祈願 
司祭 皆さん、青少年の父、また教師である聖ヨハネ・ボスコをたたえ、父である神に、

わたしたちの祈りをささげましょう。 
先唱 歴史の中で聖なる「時の人」を教会に与えられる神が、現代にも熱意にあふれる使

徒、信仰の教師、霊的指導者を与えてくださいますように。 
 

答  

 
先唱 「ドン・ボスコ生誕 200 周年を祝う一年」を始めた私たちが、いつも神の望まれる

ことを、喜びのうちに生きられた聖ヨハネ・ボスコのように「神から愛されている

喜び」を味わい分かち合うことによって、良き牧者の愛を培い、証ししていく者と

なることができますように。             答 
先唱 助けを必要とする若者たちが、創立者の意志を継ぐサレジオ会員との出会いによっ

て、福音の光がともされますように。         答 
先唱 善き牧者のように若者の教育に貢献する人びとが、聖ヨハネ・ボスコの中に、使命

の模範を見いだすことができますように。       答 
先唱 貧しい人、弱い立場にいる人、さげすまれ疎外されている人びとを助けるために、

利己主義を克服し、勇気をもって行動できますように。 答 
  

司祭 聖ヨハネ・ボスコに、豊かで広い心をお与えになった恵み深い神よ、あなたの霊に

導かれて生きる恵みを与えてください。 
わたしたちの主 イエス・キリストによって、アーメン。 

 
聖ヨハネ・ボスコへの祈り 

司祭 聖ヨハネ・ボスコが私たちを守り導いてくださるよう取り次ぎを願いましょう。 
一同 聖ヨハネ・ボスコ、あなたは主イエスの愛といつくしみにならい、 

助けを必要とする青少年と共に生き、夢と希望を与えられました。 
わたしたちにも、温かい愛と知恵をもって生きる喜びと力を与えてください。 
聖母マリアのご保護によって、たくましさとおだやかな心をもつことができるよう、 
わたしたちのためにお祈りください。アーメン。 
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感謝の典礼 

奉納の歌 
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司祭 皆さん、この捧げものを全能の神である父が受け入れてくださるように 

祈りましょう。 

 

奉納祈願 

司祭 聖なる父よ、信頼をもってささげる この供えものを受け入れてください。 
   わたしたちの生活が、栄光の賛歌となるため、すべてに越えて  

あなたを愛することができますように。 
    わたしたちの主 イエス・キリストによって。 
一同 アーメン。 
司祭 主は皆さんと共に。 
一同 また、司祭と共に。 
司祭 心をこめて神をあおぎ。 
一同 賛美と感謝を捧げましょう。 

叙唱 

司祭 聖なる父、いつくしみの神、救い主、御子キリストによって、あなたの栄光をたた

え、賛美と感謝をささげることは、まことにとうといたいせつな務めです。 
   あなたは限りない愛によって、青少年の父、兄弟、友、救いの同伴者として、 
   聖ヨハネ・ボスコを教会に遣わされました。 
   聖人は新しい時代を見通し、正しい知恵と生き生きとした信仰をもって 人生に立

ち向かうよう 青少年を導きました。 
   また、あなたの霊にうながされ、世界のすみずみまで父、教育者としての使命がひ

きつがれるよう ひとつの家族を興しました。 
   ここに喜び集うわたしたちは、あなたの栄光をたたえ、すべての天使 聖人ととも

に、声を合わせて 賛美の歌を歌います。 
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感謝の賛歌 
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奉献文 

司祭 まことにとうとくすべての聖性の源である父よ、いま聖霊によってこの供え物をと

うといものにしてください。わたしたちのために 主イエス・キリストの御からだ

と御血になりますように。 
   主イエスは、すすんで受難に向かう前に、パンを取り、感謝をささげ、割って弟子

に与えて仰せになりました。 
   ｢皆、これを取って食べなさい。これは、あなたがたのために渡される、わたしの

からだである。｣ 
   食事の終わりに同じように杯を取り、感謝をささげ、弟子に与えて仰せになりまし

た。 
   ｢皆、これを受けて飲みなさい。これはわたしの血の杯、あなたがたと多くの 
   人のために流されて、罪のゆるしとなる新しい永遠の契約の血である。これをわた

しの記念として行いなさい。」 

司祭 信仰の神秘。 
一同 主の死を思い、復活をたたえよう、主が来られるまで。 

 

司祭 わたしたちはいま、主イエスの死と復活の記念を行い、ここであなたに奉仕できる

ことを感謝し、いのちのパンと救いの杯をささげます。 
キリストの御からだと御血とともにあずかるわたしたちが、聖霊によって一つに結

ばれますように。 
世界に広がるあなたの教会を思い起こし、わたしたちの教父フランシスコ、わたし

たちの司教○○○、すべての教役者をはじめ、全教会を愛の完成に導いてください。 
また、復活の希望をもって眠りについたわたしたちの兄弟と、すべての死者を心に

留め、あなたの光の中に受け入れてください。 
なお、わたしたちをあわれみ、神の母おとめマリアと使徒をはじめ、すべての時代

の聖人とともに、永遠のいのちにあずからせてください。 
御子イエス・キリストを通してあなたをほめたたえることができますように。 

栄唱 キリストによって、キリストとともに、キリストのうちに、 
聖霊の交わりの中で、全能の神、父であるあなたに、 

   すべての誉れと栄光は、世々にいたるまで。 
一同 アーメン。 
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交わりの儀 

司祭 主の教えを守り、みことばに従い、つつしんで主の祈りを唱えましょう。 
 

主 の 祈 り 

 
                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
司祭 いつくしみ深い父よ、すべての悪からわたしたちを救い、現代に平和をお与えくだ

さい。あなたの憐れみに支えられ罪から解放されて、すべての困難に打ち勝つこと

ができますように。わたしたちの希望、救い主イエス・キリストが来られるのを待

ち望んでいます。 
一同 国と力と栄光は限りなくあなたのもの。 

   平和を願う祈り 

司祭 主イエス･キリスト、あなたは使徒に仰せになりました。「わたしは平和をあなたが

たに残し、わたしの平和をあなたがたに与える。」わたしたちの罪ではなく、教会

の信仰を顧み、おことばのとおり教会に平和と一致をお与えください。 
一同 アーメン。 

H.AMEMIYA 
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司祭 主の平和がいつも皆さんとともに。 
一同 また司祭とともに。 
司祭 互いに平和のあいさつをかわしましょう。 
 
 

平和の賛歌 

 

聖体拝領 

司祭 神の小羊の食卓に招かれた者は幸い。 
一同 主よ、あなたは神の子キリスト、永遠のいのちの糧、あなたをおいてだれの 

ところに行きましょう。 
 

  詩・曲 上村幸一郎 

12 
 



拝領の歌  わたしをお使いください 

上村幸一郎 
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回心の祈り 

 

 

 

H.AMEMIYA 
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拝領祈願 

司祭 救いの秘跡によって わたしたちを養ってくださった父よ、新しいいのちの尽きぬ

泉、御子キリストの愛に青少年を導くため、聖ヨハネ・ボスコの疲れにうち勝つ熱

意を、わたしたちにも学ばせてください。 
わたしたちの主イエス・キリストによって。 

一同 アーメン。 

 

閉祭 

司祭 主は皆さんとともに。 
一同 また司祭とともに。 
 

荘厳な祝福 

司祭 いつも良いすすめを与えてくださる主が、皆さんを恵みによって常に守り、洗礼の

約束に忠実なものとしてくださいますように。 
一同 アーメン。 
司祭 聖なる創立者の模範にならい、喜びをもって人びとに奉仕するよう、良い牧者であ

るキリストが、皆さんに助けを与えてくださいますように。 
一同 アーメン。 
司祭 聖ヨハネ・ボスコの祝日を喜び祝った皆さんが、信仰、希望、愛の霊に満たされま

すように。 
一同 アーメン。 
司祭 全能の神、父と子と聖霊の祝福が皆さんの上にくだり、常にとどまりますように。 
一同 アーメン。 

 
閉祭のあいさつ 

司祭 感謝の祭儀を終わります。 
   行きましょう。主の平和のうちに。 
一同 神に感謝。 
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閉祭の歌 ① 「父の家」 

詞／曲 V.Cimatti SDB 
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閉祭の歌 ② 
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